
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月２８日（金）、台風10号豪雨災害から１０年の節目に、復興教育講演会と防災学習を行いました。 

 講師には、本校同窓会長の坂本昇様をお迎えしました。坂本様は、災害当時、町内の避難所を回り、避難所の

運営や被災された方々の支援に尽力されました。講話では、災害時に最も大切なことは「まず自分の命を守るこ

と」であると、何度も生徒たちに伝えてくださいました。 

 また、自衛隊岩手地方協力本部の隊員の皆様からは、新聞紙で作るスリッパや、毛布と棒を活用した簡易担架

づくりなど、身近なものを活用した防災技術を体験を通して学びました。 

 加藤麗心さん（２年）は「台風１０号があったときは、まだ幼い頃だった。今日の学習で家が倒壊しているの

を見て被害の大きさを知ることができました。自助・共助・公助を学んだので、まず自分の命を守ってから、他

の方や避難所などで、できることを率先してやりたいです。」と今日の学びを振り返りました。 

 今回の学習を通して、生徒たちは災害の恐ろしさを知るだけでなく、いざという時に自分自身や周囲の人のた

めに何ができるかを考える機会となりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

岩泉町立岩泉中学校 学校だより 令和８年９月９日（水）発行   
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←学校ＨＰは

こちら 

復興教育講演会・防災学習会 

【復興・防災教育】地域とつながり・かかわり・共創する教育活動 



  

 

 

 

岩中生が運営に取り組ん

だ「TIVoランド」。 

プレオープン後に実施し

た保護者アンケートでは、

多くの温かい声をいただき

ました。 

「子どもがとても楽しんで

いた」「雨の日や暑い日で

も遊べる場所があってあり

がたい」「また、開催して

ほしい」といった声から、

岩泉町における屋内の遊び

場への期待の大きさを改め

て感じました。 

 また、中学生スタッフに

対しても、「優しく声をか

けてくれた」「一緒に遊ん

でくれた」「安全に誘導し

てくれて助かった」「受付の女の子が子どもの名前を覚えていてうれしかった」など、たくさんの

励ましのことばをいただきました。一方で、エアー遊具の安全管理や、小さな子どもたちが安心し

て遊べるスペースの充実など、今後に向けた貴重なご意見もいただきました。 

 今回の取組を通して、中学生が地域の子どもたちや保護者と関わりながら、自分たちの力で地域

に貢献する喜びを実感することができました。いただいたご意見を今後の活動に生かしながら、子

どもたちの笑顔が生まれる場所として、地域の皆様と一緒に育てていきたいと思います。 

 

 

 

８月２７日（木）、田野畑中学校体育館にて、わた

しの主張下北地区大会が開催されました。本校代表者

２名は、自らの体験や経験を見つめ、そこから考えた

ことを自分の言葉で堂々と発表しました。 

 全体講評では、主張するためには、経験を伝えるだ

けでなく、「何を誰に伝えたいのか」を考えることが

大切だと語られました。 

 私たちは、人や地域、社会と関わりながら生活して

います。だからこそ、身の回りの出来事を見つめ、自

分で考え、判断し、行動することが重要です。 

この経験を学校生活や社会をより良くするための

一歩につなげてほしいと思います。 

岩泉中学校 

発表題「小さなきっかけと、小さな一歩」 

発表者 佐藤 日南子さん（３年） 

発表題「つながり」 

  発表者 佐藤 芳乃介さん（３年） 


